仏典と記紀神話 : 耶輸陀羅と「火中出生」を中心に (小峯和明教授定年退職記念号) by 趙 恩馤 & チョウ ウネ
仏
典
と
記
紀
神
話
―
―
耶
輸
陀
羅
と
「
火
中
出
生
」
を
中
心
に
―
―
趙
恩

１
、
は
じ
め
に
『
古
事
記
』
に
は
、
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
が
、
天
つ
神
で
あ
る
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
に
召
さ
れ
、
一
夜
に
し
て
妊
娠
す
る
話
が
あ
る
。
し
か
し
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
、「
佐
久
夜
毘
売
、
一
宿
に
や
妊
み
ぬ
る
。
是
は
、
我
が
子
に
非
じ
。
必
ず
国
つ
神
の
子
な
ら（
１
）ん」
と
、
姫
の
妊
ん
だ
子
が
自
分
の
子
で
は
な
く
、
国
つ
神
の
子
で
あ
ろ
う
と
疑
う
。
姫
は
、「
吾
が
妊
め
る
子
、
若
し
国
つ
神
の
子
な
ら
ば
、
産
む
時
に
幸
く
あ
ら
じ
。
若
し
天
つ
神
の
御
子
な
ら
ば
、
幸
く
あ
ら
む
」
と
い
い
、「
戸
無
き
八
尋
殿
」
を
作
っ
て
火
を
放
ち
、
そ
の
中
で
三
神
を
産
む
。
記
紀
神
話
に
お
け
る
異
常
誕
生
話
型
の
「
火
中
出
（
２
）生」
で
あ
る
。「
火
中
出
生
」
は
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
「
産
婦
焼
き
」
と
い
う
、
出
産
の
時
、
産
婦
の
近
く
に
火
を
焚
く
習
俗
と
の
関
連（
３
）や、「
戸
無
き
八
尋
殿
」
と
火
の
中
で
子
が
生
ま
れ
る
モ
チ
ー
フ
か
ら
、
溶
鉱
炉
で
生
成
さ
れ
る
製
鉄
と
結
び
つ
け
た
解
釈
を
み
る
こ
と
が
で
き（
４
）る。
ま
た
、
火
の
霊
力
に
よ
る
新
生
児
へ
の
聖
性
賦（
５
）与や
焼
畑
農
業
を
背
景
に
し
た
祭
儀
的
解
（
６
）釈な
ど
が
確
認
で
き
る
。
一
方
、「
一
夜
（
一
宿
）
の
孕
み
」
に
よ
っ
て
貞
操
が
疑
わ
れ
る
展
開
や
、
そ
こ
で
、
身
の
潔
白
を
証
明
す
る
た
め
の
「
ウ
ケ
ヒ
」
に
焦
点
を
あ
て
た
論
考
な
ど
も
あ（
７
）り、
あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
記
紀
神
話
に
お
け
る
「
火
中
出
生
」
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
瀬
間
正
之
の
研
究
は
、
記
紀
神
話
と
漢
訳
仏
典
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
一
連
の
論
考
が
あ
（
８
）り、
特
に
、
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
の
「
火
中
出
生
」
と
漢
訳
仏
典
に
み
え
る
耶
輸
陀
羅
の
羅

羅
出
産
の
記
述
と
の
類
似
性
に
注
目
し
て
い
る
。
羅

羅
は
、
釈
迦
が
出
家
し
て
六
年
目
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
釈
迦
の
実
の
子
で
あ
る
か
否
か
を
疑
わ
れ
、
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
は
、
火
坑
に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
無
傷
で
助
け
ら
れ
、
身
の
潔
白
が
証
明
さ
れ
る
。
瀬
間
は
、
こ
の
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
の
話
が
所
収
さ
れ
た
仏
典
と
し
て
、
主
に
『
雑
宝
蔵
経
』・『
法
華
経
義
疏
』、『
法
苑
珠
林
』
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
特
に
、
「
ウ
ケ
ヒ
（
誓
）」
の
表
現
に
注
目
し
、『
古
事
記
』
と
『
法
華
経
義
疏
』、『
法
苑
珠
林
』
の
関
連
の
可
能
性
を
提
示
、
さ
ら
に
、『
経
律
異
相
』
巻
四
十
四
「
瞻
婆
女
人
見
死
闍
維
於
火
中
生
子
」
に
み
え
る
、
火
に
因
ん
だ
子
の
命
名
譚
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、『
経
律
異
相
』
と
の
関
連
性
に
重
き
を
お
い
て
い（
９
）る。
記
紀
神
話
と
漢
訳
仏
典
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
神
田
秀
夫
の
『
古
事
記
』
と
『
法
華
経
』
の
語
句
と
の
関
連
を
論
じ
た
も
の
を
は
じ
め
、
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小
島
憲
之
、
西
宮
一
民
な
ど
の
研
究
を
み
る
こ
と
が
で
き
る（
１０
）が、
い
ず
れ
も
語
句
や
漢
字
表
現
を
比
較
し
た
も
の
が
多
く
、
瀬
間
に
よ
る
、
記
紀
神
話
の
「
火
中
出
生
」
と
仏
典
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
「
ウ
ケ
ヒ
」
の
「
誓
」
の
語
句
に
重
点
を
お
い
た
印
象
が
強
い
。
し
か
し
、
仏
典
に
み
え
る
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
の
物
語
は
、
各
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
相
違
点
が
あ
り
、「
誓
」
に
注
目
し
て
み
て
も
、
た
ん
に
身
の
潔
白
を
証
明
す
る
た
め
で
は
な
く
、
周
囲
の
疑
い
に
よ
る
処
罰
（
火
坑
に
投
げ
ら
れ
る
）
の
危
機
に
お
い
て
、
母
子
が
守
ら
れ
る
霊
験
譚
の
性
格
が
強
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。そ
し
て
、
「
誓
」
の
主
体
と
な
る
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
比
較
し
て
も
、仏
典
で
は
、
「
誓
」
の
内
容
を
実
施
す
る
主
体
は
仏
・
菩
薩
で
あ
り
、
そ
の
違
い
は
、
物
語
の
性
格
と
構
造
に
お
い
て
大
き
い
違
い
が
あ
る
と
指
摘
し
た
い
。
本
稿
で
は
、
瀬
間
正
之
の
論
考
で
提
示
さ
れ
た
仏
典
の
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
の
物
語
を
再
検
討
し
、
さ
ら
に
釈
迦
の
一
代
記
と
し
て
享
受
さ
れ
る
仏
伝
に
お
け
る
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
の
物
語
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
２
、
仏
典
に
お
け
る
「
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
」
瀬
間
正
之
は
、
耶
輸
陀
羅
の
「
火
中
出
生
」
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
①
〜
⑥
の
テ
キ
ス
ト
を
提
示
し
、
論
文
に
は
、『
雑
宝
蔵
経
』、『
法
華
経
義
疏
』、『
法
苑
珠
林
』
の
主
な
箇
所
を
紹
介
し
て
い
る
。
以
下
、
瀬
間
の
引
用
し
た
仏
典
と
引
用
関
係
に
あ
る
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
ま
と
め
て
み
た
。
引
用
関
係
主
な
内
容
因
縁
譚
①
元
魏
・
吉
迦
夜
、
曇
曜
共
訳
『
雑
宝
蔵
経
』
巻
十（
４７２
）
（T
0203.04.
0496b~
0497b
）
『
法
苑
珠
林
』
巻
四
十
七
釈
迦
が
出
家
し
た
時
懐
妊
↓
釈
迦
成
道
の
夜
に
羅

羅
誕
生
↓
宮
中
の
采
女
、
釈
種
族
の
非
難
↓
罰
と
し
て
火
坑
に
投
げ
入
れ
る
↓
耶
輸
陀
羅
は
仏
に
母
子
を
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
祈
願
す
る
↓
火
は
池
と
な
り
無
事
に
宮
に
も
ど
る
↓
釈
迦
帰
還
、
羅

羅
が
釈
迦
を
父
と
見
分
け
傍
に
立
つ
。
因
縁
譚
な
し
。
②
隋
・
智
顗
説
『
法
華
文
句
』
巻
二
上（
５３８
―
５９７
）
（T
01718.34.
0018c
）
羅

羅
の
名
の
意
味
。
釈
迦
出
家
時
懐
妊
↓
周
囲
の
疑
惑
と
罰
↓
母
子
を
火
坑
に
↓
耶
輸
陀
羅
誓
言
↓
疑
惑
解
消
↓
釈
迦
帰
還
↓
歓
喜
丸
を
釈
迦
に
渡
す
羅

羅
。
羅

羅
出
家
。
羅

羅
胎
内
六
年
の
因
縁：
国
王
と
仙
人
の
話
（
月
と
日
）。
鼠
の
話
。
③
隋
・
吉
蔵
撰
『
法
華
経
義
疏
』
巻
一
（
５４９
―
６２３
）
（T
1721.34.
0460b~
0460c
）
本
文
に
は
、「
宝
女
劬
毘
羅
證
之
小
差
」
と
あ
り
、『
大
智
度
論
』
に
第
一
夫
人
（
劬
毘
耶
）
を
宝
女
と
し
て
い
る
。同
一
人
物
か
。
羅

羅
の
名
の
意
味
。
釈
迦
出
家
後
懐
妊
↓
周
囲
の
疑
惑
↓
耶
輸
陀
羅
、
出
産
を
待
っ
て
ほ
し
い
と
乞
う
↓
耶
輸
陀
羅
誓
言
↓
疑
惑
解
消
。
因
縁
譚
な
し
。
④
隋
・
吉
蔵
撰
『
維
摩
経
義
疏
』
巻
三
（
５４９
―
６２３
）
（T
1781.38.
0946a
）
『
大
智
度
論
』
巻
十
七
羅

羅
の
一
代
に
関
す
る
話
を
要
約
し
た
も
の
。
釈
迦
出
家
後
生
ま
れ
る
羅

羅
↓
焼
き
殺
そ
う
と
す
る
釈
種
↓
火
が
蓮
華
に
な
り
無
事
。
羅

羅
出
家
の
話
（
羅

羅
六
歳
に
帰
還
し
た
釈
迦
を
父
と
見
分
け
傍
に
行
く
）。
・『
大
智
度
論
』
巻
十
七
の
王
と
仙
人
の
話
「
大
智
度
論
云
、
羅
雲
過
去
為
王
。
六
日
飢
餓
仙
人
。故
招
此
報
」
・「
又
余
経
云
、
由
塞
鼠
穴
」
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⑤
唐
・
窺
基
撰『
阿
弥
陀
経
通
賛
疏
』
巻
上
（
６３２
―
６８２
）
（T
1758.37.
0335c~
0336a
）
釈
迦
出
家
時
に
懐
妊
↓
六
年
も
生
ま
れ
な
い
た
め
に
疑
惑
↓
耶
輸
陀
羅
と
胎
内
の
子
を
共
に
火
坑
に
↓
火
が
蓮
池
に
変
わ
る
↓
疑
惑
解
消
。
羅

羅
胎
内
六
年
の
因
縁：
国
王
と
仙
人
の
話
（
月
と
日
）。
鼠
の
話
。
⑥
唐
・
道
世
撰
『
法
苑
珠
林
』巻
十
（
６６８
）
（T
2122.53.
0357a
）
『
大
智
度
論
』
巻
十
七
「
如
羅

羅
母
本
生
経
中
説
」
を
引
用
。
迦
出
家
後
懐
妊
↓
淨
飯
王
と
釈
種
族
に
よ
る
罰
↓
火
坑
に
投
げ
入
れ
る
↓
耶
輸
陀
羅
の
誓
言
↓
後
に
釈
迦
に
似
た
子
を
出
産
す
る
↓
釈
迦
の
帰
還
↓
百
味
歓
喜
丸
を
釈
迦
の
鉢
に
入
れ
る
羅

羅
。
釈
迦
を
誘
惑
す
る
歓
喜
丸
の
話
や
因
縁
譚
な
し
。
『
仏
本
行
集
経
』引
用：
羅

羅
胎
内
六
年
の
因
縁：
国
王
と
仙
人
の
話
。
有
経
引
用：
鼠
の
話
。
『
法
苑
珠
林
』
巻
四
十
七
（T
2122.53.
0645a~
0645b
）
『
雑
宝
蔵
経
』
巻
十
引
用
『
雑
宝
蔵
経
』
に
同
じ
。
⑦
鳩
摩
羅
什
訳
『
大
智
度
論
』
（
５
ｃ
）
（T
1758.37.
0335c~
0336a
）
『
経
律
異
相
』
巻
七
、『
法
苑
珠
林
』
巻
十
﹇
疑
謗
部
第
四
﹈
釈
迦
出
家
時
懐
妊
、
六
年
経
て
も
生
ま
れ
な
い
子
↓
怪
し
む
周
囲
↓
火
坑
に
入
れ
て
罰
し
よ
う
と
す
る
↓
第
一
夫
人
（
劬
毘
耶
）
が
証
明
（
生
ま
れ
て
父
に
似
て
い
た
ら
判
断
）
↓
太
子
に
似
た
子
↓
し
か
し
国
中
に
悪
い
噂
↓
釈
迦
の
帰
還
↓
歓
喜
丸
を
釈
迦
の
鉢
に
入
れ
る
羅

羅
↓
釈
迦
に
よ
る
実
子
の
証
明
。
六
年
懐
妊
の
因
縁：
仙
人
を
六
日
間
閉
じ
込
め
た
王
。
歓
喜
丸
で
釈
迦
を
誘
惑
す
る
耶
輸
陀
羅
と
因
縁：
一
角
仙
人
の
話
。
⑦
後
梁
・
僧
文
、宝
唱
撰『
経
律
異
相
』
巻
七
（
６
ｃ
）
（T
2121.53.
0034a
）
『
大
智
度
論
』
巻
十
七
を
引
用
『
大
智
度
論
』
巻
十
七
に
同
じ
。
歓
喜
丸
で
釈
迦
を
誘
惑
す
る
耶
輸
陀
羅
と
因
縁：
一
角
仙
人
の
話
は
無
。
⑧
隋
・
闍
那
崛
多
訳『
仏
本
行
集
経
』
巻
五
十
五
「
羅

羅
因
緣
品
」（
６
ｃ
）
（T
0190.03.
0906c
）
『
法
苑
珠
林
』
巻
十
﹇
胎
難
部
第
五
﹈
に
『
仏
本
行
集
経
』
引
用
。
羅

羅
胎
内
六
年
の
因
縁：
月
王
と
日
仙
人
の
話
と
耶
輸
陀
羅
因
縁：
母
と
娘
の
話
あ
り
。
釈
迦
の
帰
郷
後
の
話
。
耶
輸
陀
羅
が
「
我
昔
因
此
羅

羅
故
。
爲
諸
眷
屬
之
所
誹
謗
。
今
日
時
至
。
我
於
彼
事
。
應
自
清
淨
。
以
明
其
身
」。
羅

羅
胎
内
六
年
の
因
縁：
月
王
と
日
仙
人
の
話
。
日
仙
人
は
釈
迦
・
月
王
は
羅

羅
。
鼠
の
穴
を
塞
い
だ
話
。
母
と
娘
の
話
（
重
い
荷
を
母
に
持
た
せ
た
罪
）
娘
が
耶
輸
陀
羅
。
瀬
間
は
、
仏
典
に
お
け
る
「
火
中
出
生
」
の
も
っ
と
も
古
い
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
雑
宝
蔵
経
』
を
引
用
し
て
お
り
、『
法
苑
珠
林
』
は
、
釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
の
因
縁
に
つ
い
て
『
仏
本
行
集
経
』
や
『
過
去
現
在
因
果
経
』、『
大
智
度
論
』
な
ど
を
引
用
し
て
い
る
類
書
で
あ
る
。氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
典
拠
と
な
る
『
大
智
度
論
』
で
は
、
耶
輸
陀
羅
を
火
坑
に
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
出
産
後
に
子
供
が
釈
迦
に
似
て
い
る
か
否
か
を
確
認
し
て
か
ら
処
罰
し
よ
う
と
の
こ
と
に
な
り
、
火
坑
に
入
っ
て
助
か
る
話
は
み
え
な
い
。
し
か
し
、『
法
苑
珠
林
』
が
引
用
す
る
『
大
智
度
論
』
の
箇
所
に
は
、「
以
火
坑
焚
焼
母
子
。
耶
輸
自
恨
無
事
立
大
誓
言
。
我
若
邪
行
其
腹
内
兒
。
願
母
子
隨
火
消
化
。
耶
輸
發
此
願
已
即
投
火
坑
」
と
妊
娠
し
て
い
る
耶
輸
陀
羅
が
火
坑
に
入
る
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
仏
典
の
中
で
、
瀬
間
が
注
目
す
る
の
は
、『
法
苑
珠
林
』
や
『
法
華
経
義
疏
』
に
み
え
る
「
誓
」
の
字
で
あ
る
。
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そ
れ
は
、
上
代
文
献
に
お
け
る
『
法
苑
珠
林
』
や
『
法
華
経
』
な
ど
の
影
響
に
関
す
る
先
行
研
究
を
念
頭
に
お
き
、
記
紀
神
話
の
「
火
中
出
生
」
に
お
い
て
も
、
仏
典
と
の
関
連
性
を
論
じ
る
た
め
に
選
択
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
上
記
の
『
法
華
文
句
』
に
も
「
因
焚
火
坑
発
大
誓
願
」
と
あ
り
、『
維
摩
経
義
疏
』
に
も
「
耶
輸
抱
子
立
誓
」
と
他
の
「
誓
」
の
用
例
が
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
特
に
言
及
し
て
い
な
い
。
記
紀
神
話
に
お
け
る
「
火
中
出
生
」
は
、
生
ま
れ
る
子
の
実
父
を
夫
が
疑
う
こ
と
に
対
し
、
妻
が
誓
い
を
立
て
自
ら
火
を
焚
い
て
出
産
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏
典
に
お
け
る
「
火
」
は
、
周
囲
の
人
々
に
よ
っ
て
耶
輸
陀
羅
の
不
貞
が
断
定
さ
れ
、
そ
の
処
罰
と
し
て
焼
き
殺
す
た
め
の
火
で
あ
る
こ
と
の
違
い
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
す
る
と
『
法
苑
珠
林
』
で
は
、「
釈
種
欲
以
火
坑
焚
焼
母
子
」
と
、
火
を
焚
い
た
の
は
「
釈
種
」
で
あ
り
、『
法
華
経
義
疏
』
は
、「
生
子
已
後
、
耶
輸
燃
大
火
聚
、
抱
子
而
立
誓
曰
」
と
、
火
を
焚
い
た
主
体
は
耶
輸
陀
羅
と
し
て
い
る
。『
法
華
経
義
疏
』
の
こ
の
箇
所
は
「
又
名
宮
生
」
と
始
ま
り
、
羅

羅
の
名
が
「
宮
生
」
と
言
わ
れ
る
由
縁
を
説
く
も
の
で
、「
宮
生
」
に
関
し
て
は
、『
維
摩
経
略
疏
』
卷
第
十
五
「
弟
子
品
之
六
」
に
、「
有
翻
宮
生
。
悉
達
太
子
将
欲
踰
城
出
家
、
以
指
其
妃
腹
語
言
。
却
後
六
年
汝
当
生
男
。
耶
輸
因
覚
有
身
。
国
人
皆
疑
太
子
出
家
太
妃
在
宮
。
何
得
有
身
。
将
非
邪
通
。
仏
共
淨
飯
王
於
後
證
是
太
子
之
子
。
親
是
宮
之
所
生
因
名
宮
生
」
と
釈
迦
が
宮
に
在
し
て
い
た
時
に
懐
妊
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
耶
輸
陀
羅
の
潔
白
は
、
釈
迦
の
帰
還
後
、
釈
迦
と
淨
飯
王
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
、『
維
摩
経
義
疏
』
に
も
、
同
じ
く
「
宮
生
」
の
名
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
り
、「
諸
釈
謂
非
仏
子
。
欲
焼
殺
之
。
耶
輸
抱
子
立
誓
。
倶
投
於
火
」
と
、「
諸
釈
」
が
耶
輸
陀
羅
を
焼
き
殺
す
た
め
に
火
を
焚
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
法
華
経
義
疏
』
に
お
け
る
耶
輸
陀
羅
の
「
誓
」
の
場
面
は
、
本
文
で
は
耶
輸
陀
羅
本
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
仏
典
と
比
較
す
る
と
、
引
用
の
段
階
で
改
変
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
特
殊
な
用
例
で
あ（
１１
）る。
一
方
、『
法
苑
珠
林
』
巻
十
に
も
、
耶
輸
陀
羅
の
誓
い
の
後
、
火
が
蓮
池
と
変
わ
っ
て
無
事
に
宮
に
戻
り
、
後
に
生
ま
れ
た
子
が
釈
迦
に
似
て
い
た
こ
と
で
淨
飯
王
が
喜
ん
で
、
釈
迦
の
実
子
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
、
典
拠
と
な
る
『
大
智
度
論
』
巻
十
七
を
み
る
と
、釈
迦
の
出
家
時
に
懐
妊
し
、
六
年
が
経
て
も
生
ま
れ
な
い
子
を
周
囲
が
怪
し
み
、
処
罰
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
、
釈
迦
の
第
一
夫
人
で
あ
る
劬
毘
耶
が
耶
輸
陀
羅
の
無
罪
を
い
い
、
出
産
後
に
生
ま
れ
た
子
が
釈
迦
に
似
て
い
る
か
否
か
を
確
認
し
て
か
ら
処
罰
を
行
う
よ
う
提
案
す
る
。
生
ま
れ
た
子
が
、
釈
迦
に
似
て
い
た
の
で
宮
中
で
の
疑
い
は
解
け
る
も
の
の
「
悪
声
満
国
、
耶
輸
陀
羅
欲
除
悪
名
」
と
、
疑
い
が
完
全
に
解
消
し
た
と
は
い
え
な
い
。
釈
迦
が
帰
還
し
た
後
、
羅

羅
が
多
く
の
比
丘
の
中
か
ら
釈
迦
を
見
分
け
、
歓
喜
丸
を
供
養
し
た
こ
と
や
釈
迦
が
自
ら
耶
輸
陀
羅
の
六
年
懐
妊
の
因
縁
を
語
る
こ
と
で
、
疑
惑
は
解
消
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
大
智
度
論
』
巻
十
七
は
、
五
欲
（
色
声
香
味
触
）
を
却
き
、
禅
波
羅
蜜
を
得
る
方
便
を
説
く
中
で
「
触
を
呵
す
」
こ
と
の
関
連
話
と
し
て
「
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
」
の
話
が
あ
り
、
釈
迦
と
耶
輸
陀
羅
の
因
縁
譚
と
し
て
「
一
角
仙
人
と
婬
女
」
の
話
が
続
く
。羅

羅
が
釈
迦
に
奉
る
「
歓
喜
丸
」
は
実
の
父
子
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
媒
介
体
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
、
耶
輸
陀
羅
が
釈
迦
を
誘
惑
す
る
た
め
に
使
う
も
の
と
し
て
登
場
す
る
。そ
し
て
、
釈
迦
を
誘
惑
す
る
耶
輸
陀
羅
は
、
前
世
で
も
一
角
仙
人
を
誘
惑
し
た
婬
女
の
話
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
る
。『
大
智
度
論
』
巻
十
七
に
登
場
す
る
耶
輸
陀
羅
は
、「
触
欲
」
を
戒
め
る
対
象
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、『
法
苑
珠
林
』
巻
十
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に
み
え
る
耶
輸
陀
羅
の
「
誓
」
は
、
母
子
を
助
け
て
ほ
し
い
と
祈
願
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
自
ら
の
潔
白
を
自
ら
が
証
明
す
る
立
場
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
記
紀
神
話
の
「
火
中
出
生
」
は
、「
火
の
中
で
生
ま
れ
」
そ
れ
に
因
ん
だ
子
の
命
名
が
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
な
る
が
、仏
典
で
は
ほ
と
ん
ど
が
、
子
が
生
ま
れ
た
後
に
母
子
が
火
の
中
に
入
る
展
開
で
あ
り
、正
確
に
い
え
ば
、
仏
典
で
は
「
火
中
出
生
」
で
は
な
い
。
た
だ
し
、『
法
苑
珠
林
』
巻
十
と
『
阿
弥
陀
経
通
賛
疏
』
の
み
、子
が
胎
内
に
い
る
状
態
で
火
の
中
に
投
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
耶
輸
陀
羅
が
懐
妊
し
て
「
六
年
経
て
も
産
ま
れ
な
い
」
こ
と
が
疑
惑
の
要
因
で
あ
り
、
両
者
と
も
羅

羅
が
「
六
年
も
胎
内
に
い
た
因
縁
譚
」
を
所
収
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、「
胎
内
に
い
て
生
ま
れ
な
い
状
態
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
、
仏
典
に
み
え
る
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
の
話
を
検
討
し
た
が
、
記
紀
神
話
の
「
火
中
出
生
」
と
の
比
較
に
お
い
て
「
貞
操
疑
惑
の
証
明
」
に
「
火
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
共
通
す
る
も
の
の
、
疑
う
主
体
が
記
紀
神
話
で
は
夫
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、仏
典
で
は
、宮
中
の
采
女
、祖
父
（
淨
飯
王
）、
釈
種
族
か
ら
、
さ
ら
に
国
中
が
耶
輸
陀
羅
の
貞
操
を
疑
う
と
い
う
違
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
記
紀
神
話
で
の
「
火
」
は
、
母
親
が
自
ら
設
定
す
る
疑
惑
解
消
の
装
置
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
仏
典
で
は
、
処
罰
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
両
者
の
違
い
は
大
き
い
。
瀬
間
正
之
の
研
究
は
、「
貞
操
」、「
火
」、「
誓
」
の
表
現
の
み
を
と
ら
え
て
比
較
し
た
こ
と
で
、
仏
典
に
お
け
る
物
語
の
展
開
は
考
慮
せ
ず
、
そ
の
相
違
点
を
見
落
と
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
い
。
し
か
し
、
記
紀
神
話
に
お
け
る
「
火
中
出
生
」
と
仏
典
の
影
響
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
仏
典
の
話
が
記
紀
神
話
に
お
い
て
い
か
に
変
化
し
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
『
雑
宝
蔵
経
』
で
は
、
火
坑
に
入
る
直
前
「
時
耶
輸
陀
羅
。
見
火
坑
已
。
方
大
驚
怖
。
譬
如
野
鹿
」
と
怖
が
る
耶
輸
陀
羅
の
様
子
を
描
く
。
そ
し
て
、
耶
輸
陀
羅
は
、
「
抱
兒
長
嘆
。
念
菩
薩
言
。
汝
有
慈
悲
。
憐
愍
一
切
。（
中
略
）
即
時
向
仏
方
所
。
一
心
敬
禮
。
復
拜
諸
釈
。
合
掌
向
火
。
而
説
実
語
。
我
此
兒
者
。
実
不
從
他
而
有
斯
子
。
若
実
不
虚
。
猶
六
年
在
我
胎
中
者
。
火
当
消
滅
終
不
焼
害
我
之
母
子
。
作
是
語
已
。
即
入
火（
１２
）中。」
と
、
母
子
の
境
遇
を
嘆
き
、
最
後
に
仏
の
い
る
方
向
へ
敬
礼
し
、
火
坑
に
入
る
。
耶
輸
陀
羅
が
真
実
を
語
り
、「
火
当
消
滅
終
不
焼
害
我
之
母
子
」
と
の
最
後
の
台
詞
は
、「
誓
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
胎
内
に
い
る
羅

羅
の
実
父
で
あ
る
釈
迦
に
す
が
る
よ
う
な
、
祈
願
の
言
葉
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
火
坑
が
水
池
と
変
わ
り
助
か
る
展
開
は
、
釈
迦
が
哀
れ
な
母
子
を
危
機
か
ら
助
け
る
霊
験
譚
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
仏
典
に
お
け
る
「
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
」
の
物
語
は
、
釈
迦
が
出
家
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
危
機
に
陥
る
母
子
の
不
運
な
境
遇
か
ら
、
後
に
釈
迦
と
羅

羅
の
父
子
対
面
の
物
語
に
つ
な
が
る
。
こ
の
よ
う
な
釈
迦
を
め
ぐ
る
親
子
・
夫
婦
の
悲
哀
の
物
語
は
、「
釈
迦
の
一
代
記
」
と
し
て
独
立
し
享
受
さ
れ
る
一
連
の
仏
伝
に
お
い
て
、
よ
り
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
３
、
中
世
の
仏
伝
に
お
け
る
耶
輸
陀
羅
の
物
語
仏
典
に
お
け
る
釈
迦
の
一
代
記
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
多
く
の
テ
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キ
ス
ト
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
、
も
っ
と
も
知
ら
れ
た
も
の
と
し
て
『
釈
迦
の
本
地
』
が
あ
る
。
小
峯
和
明
は
、「
釈
迦
と
母
摩
耶
と
の
再
会
、
あ
る
い
は
釈
迦
と
我
が
子
ラ
ゴ
ラ
と
の
再
会
な
ど
、
母
と
子
、
父
と
子
と
い
っ
た
親
子
の
情
愛
に
テ
ー
マ
の
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、『
釈
迦
の
本
地
』
を
特
徴
づ
け（
１３
）る。
特
に
、
釈
迦
が
生
ま
れ
て
ま
も
な
く
亡
く
な
り
、
忉
利
天
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
摩
耶
と
釈
迦
が
再
会
す
る
場
面
は
、『
釈
迦
の
本
地
』
の
諸
本
の
中
で
も
っ
と
も
劇
的
な
場
面
と
し
て
絵
画
化
さ
れ
て
い（
１４
）る。
同
じ
く
釈
迦
と
羅

羅
が
対
面
す
る
場
面
が
絵
画
化
さ
れ
、
帰
還
し
た
釈
迦
の
膝
元
に
座
る
羅

羅
と
そ
れ
を
見
守
る
耶
輸
陀
羅
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、『
釈
迦
の
本
地
』
の
中
で
二
つ
の
場
面
は
対
に
な
り
、
親
子
の
情
愛
を
説
く
。『
釈
迦
の
本
地
』
で
は
、
羅

羅
が
長
い
期
間
、
生
ま
れ
な
い
こ
と
で
周
囲
に
疑
わ
れ
る
記
述
が
確
認
で
き
、
釈
迦
の
帰
還
後
に
疑
い
が
晴
れ
る
展
開
と
な
る
。
ま
た
、
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
釈
尊
出
世
伝
記
』（
内
容
は
、
『
釈
迦
の
本
地
』）
に
も
、
羅

羅
が
釈
迦
の
子
で
な
い
と
噂
さ
れ
る
が
、
火
坑
に
入
る
話
は
な
く
、
釈
迦
が
帰
還
し
た
後
に
、
三
歳
の
羅

羅
が
、
五
百
の
羅
漢
の
中
か
ら
釈
迦
を
見
分
け
、
釈
迦
の
膝
に
の
る
こ
と
や
歓
喜
丸
を
奉
る
こ
と
で
疑
い
が
晴
れ（
１５
）る。
羅

羅
の
出
生
時
に
疑
い
が
晴
れ
る
の
で
は
な
く
、
釈
迦
の
帰
還
後
に
疑
い
が
晴
れ
る
展
開
は
、
よ
り
長
い
期
間
を
周
囲
の
疑
い
の
中
で
絶
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
の
境
遇
が
想
像
で
き
る
。
一
方
、
中
世
仏
伝
の
一
つ
で
あ
る
、
華
蔵
寺
本
『
釈
迦
如
来
八
相
次
第
』
で
は
、
羅

羅
が
六
年
間
胎
内
に
い
た
因
縁
を
「
昔
シ
鼠
ノ
通
ル
穴
ニ
六
時
塞
ケ
ル
罪
ノ
答
イ
、
亦
ハ
先
世
ニ
故
ナ
キ
人
ヲ
六
日
園
ノ
中
ニ
取
籠
メ
テ
出
サ
リ
シ
酬
イ
也
」
と
い
い
、
耶
輸
陀
羅
が
六
年
間
の
妊
娠
で
悩
ま
さ
れ
る
因
縁
に
「
昔
シ
重
キ
物
ヲ
母
ニ
持
セ
テ
、六
足
ア
ユ
マ
セ
タ
リ
シ
罪
」
と
あ
り
、
『
仏
本
行
集
経
』
の
内
容
と
類
似
す
る
が
、
さ
ら
に
、
悉
達
太
子
、
都
ヲ
出
玉
イ
テ
後
、
提
婆
達
多
、
耶
輸
多
羅
ヲ
后
ト
セ
ン
ト
申
サ
レ
ケ
レ
ハ
、
耶
輸
多
羅
、
太
子
ノ
出
サ
セ
玉
イ
タ
ル
跡
ヲ
、
争
カ
提
婆
ニ
フ
マ
ス
ヘ
キ
ト
テ
、
キ
ヽ
イ
レ
玉
ハ
ス
。
提
婆
、
怒
ヲ
成
テ
耶
輸
多
羅
ノ
孕
ミ
タ
ル
ハ
我
ガ
子
ナ
リ
ト
ノ
ヽ
シ
ル
。
淨
飯
王
ヨ
リ
始
テ
五
百
ノ
大
臣
、
耶
輸
多
羅
ノ
振
舞
、
軽
々
ル
シ
シ
ト
テ
種
々
ノ
罪
ニ
行
ウ
ヘ
キ
由
ヲ
擬
セ
ラ
ル
。
実
ニ
太
子
、
都
ヲ
出
玉
イ
テ
六
年
也
。
太
子
ノ
御
子
ニ
ハ
有
ヘ
カ
ラ
ス
。
提
婆
カ
子
ナ
ル
コ
ト
疑
ナ
シ
ト
謂
ヒ
ア
ヱ
リ
。
耶
輸
多
羅
ノ
罪
科
ト
カ
ク
申
ニ
及
ハ
ス
。
耶
輸
多
羅
ハ
羅

羅
ヲ
産
テ
、
火
ノ
坑
ヲ
掘
テ
薪
ヲ
積
テ
、
熾
然
タ
ル
火
ニ
向
テ
誓
ヲ
起
シ
テ
ノ
玉
ハ
ク
、
我
カ
産
メ
ル
児
ハ
、
全
、
提
婆
カ
子
ニ
非
ス
。
悉
達
太
子
ノ
御
子
也
。
何
ヲ
以
テ
効
ト
セ
ン
。
若
、
太
子
ノ
御
子
ナ
ラ
ハ
、
此
火
ノ
中
ニ
入
ト
モ
更
ニ
焼
ヘ
カ
ラ
ス
。提
婆
カ
子
ナ
ラ
ハ
焼
ヘ
シ
ト
テ
、
羅

羅
ヲ
抱
テ
火
ノ
坑
ニ
ナ
ケ
イ
ル
ヽ
ニ
、
猛
火
清
冷
ニ
シ
テ
炎
ノ
中
ニ
蓮
花
生
シ
、
羅

羅
ハ
蓮
花
ノ
上
ニ
有
テ
其
身
終
ニ
ヤ
ケ
ス
。
此
不
思
議
ヲ
現
ハ
シ
テ
耶
輸
多
羅
夫
人
、
恥
ヲ
雪
メ
、
羅

羅
ハ
太
子
ノ
御
子
ニ
定
リ（
１６
）ヌ。
の
よ
う
に
、
羅

羅
が
提
婆
達
多
の
子
で
あ
る
と
の
噂
が
広
ま
る
こ
と
や
、
火
坑
に
入
る
の
は
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
で
は
な
く
、
耶
輸
陀
羅
が
羅

羅
を
投
げ
入
れ
る
と
い
う
特
異
な
展
開
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
仏
伝
の
親
子
と
夫
婦
の
物
語
は
、
中
世
唱
導
の
場
で
も
聴
衆
の
心
を
引
き
付
け
る
格
好
の
素
材
と
し
て
引
用
さ
れ
、
安
居
院
唱
導
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
『
金
玉
要
集
』
第
四
「
夫
妻
事
」
に
も
、
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悉
達
太
子
ハ
、
為
耶
輸
陀
羅
女
ノ
、
憂
夫
ニ
テ
コ
ソ
御
座
ス
。
宿
世
尽
テ
捨
事
ハ
、
非
ズ
恨
ニ
モ
、
羅

羅
ノ
懐
妊
シ
御
座
ス
。
セ
メ
テ
御
産
ノ
後
ト
留
給
ヘ
ド
モ
、
乗
テ
金
泥
小
馬
ニ
出
給
シ
質
、
口
惜
キ
者
哉
。
若
ヤ
ト
待
給
シ
カ
ド
モ
、待
兼
テ
仏
成
道
ノ
夜
コ
ソ
御
産
成
リ
給
シ
カ
。
其
後
モ
、
聊
無
御
音
信
モ
、
送
月
日
ヲ
給
ケ
レ
バ
、
羅

羅
ハ
仏
子
ニ
ハ
非
ズ
ト
テ
、
五
天
竺
ニ
サ
ワ
ギ
ト
ゾ
成
シ
。
耶
輸
陀
羅
女
ノ
心
中
物
憂
サ
、
被
テ
思
遣
哀（
１７
）也。
と
夫
婦
の
離
別
と
そ
の
後
の
母
子
の
哀
れ
な
境
遇
が
強
調
さ
れ
る
。
他
方
、
仏
伝
は
日
本
の
み
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
に
広
が
り
を
持
つ
共
通
の
物
語
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
韓
国
の
高
麗
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
釈
迦
如
来
行
蹟
頌
』
に
も
、
耶
輸
陀
羅
に
関
す
る
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。
以
下
は
、
釈
迦
が
出
家
を
望
み
、
父
王
が
跡
継
ぎ
の
な
い
こ
と
を
嘆
き
反
対
す
る
場
面
で
、「
指
其
妃
腹
言
却
後
第
六
年
必
当
生
男
子
」
と
釈
迦
は
妻
で
あ
る
耶
輸
陀
の
お
腹
を
指
し
、
六
年
後
に
男
子
を
産
む
と
預
言
す
る
。
こ
の
頌
に
続
く
註
に
は
、「
後
六
年
。
耶
輸
果
生
一
子
。
諸
釈
咸
嗔
。
欲
治
欲
殺
。

臨
火
坑
誓
曰
。
我
若
爲
非
。
子
母
滅
。
若
其
遺
體
。
天
當
爲
證
。
因
抱
子
投
坑
。
變
爲
蓮
池
。
蓮
華
奉
體
。
王
及
國
人
。
始
復
不（
１８
）疑」
と
あ
り
、
こ
こ
は
、『
法
華
文
句
』
の
「
菩
薩
指
妃
腹
。
却
後
六
年
。
汝
當
生
男
（
中
略
）
我
若
爲
非
子
母
倶
滅
。
若
眞
遺
體
。
天
當
爲
證
。
因
抱
子
投
坑
。
坑
變
爲
池
。
蓮
華
捧
體
。
王
及
國
人
。
始
復
不（
１９
）疑」
の
よ
う
に
、
語
句
の
類
似
が
み
ら
れ
る
。
続
い
て
、
有
経
云
。
羅

羅
宿
世
。
作
一
國
王
。
其
兄
捨
世
。
而
爲
道
士
。
預
衆
修
道
。
一
夜
誤
用
。
他
甁
之
水
。
明
向
衆
懺
。
願
以
法
罰
。
道
衆
議
言
。
此
非
実
垢
。
而
不
用
聽
。
復
詣
王
所
。
切
請
治
罪
。
其
罪
輕
故
。
不
囚
囹
圄
。
乍
禁
後
園
。
因
事
忘
之
。
六
日
不
開
。
以
是
因
緣
。
六
年
在
胎
。
又
耶
輸
陀
羅
往
劫
。
與
母
偕
行
路
遠
身
疲
。
妄
稱
要
緣
。
所
持
之
物
。
寄
母
先
行
故
。
落
後
行
。
経
六
里
許
。
由
是
之
故
。
六
年
懷（
２０
）姙。
と
羅

羅
と
耶
輸
陀
羅
の
前
世
の
因
縁
を
「
有
経
云
」
と
し
て
い
る
が
、
特
に
、
耶
輸
陀
羅
の
因
縁
譚
と
し
て
、
母
と
娘
の
話
（
重
い
荷
を
母
に
持
た
せ
た
罪
）
は
、『
仏
本
行
集
経
』
巻
五
十
五
「
羅

羅
因
緣
品
」
に
の
み
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
朝
鮮
中
期
以
後
に
流
通
し
た
ハ
ン
グ
ル
本
『
八
相
明
行
録
』
に
は
、
耶
輸
陀
羅
の
話
が
よ
り
物
語
性
を
増
す
。
こ
こ
で
は
、
太
子
が
出
家
の
時
、
耶
輸
陀
羅
に
旃
檀
香
を
与
え
、
六
年
後
に
羅

羅
が
生
ま
れ
る
。
耶
輸
陀
羅
は
不
貞
を
疑
わ
れ
火
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
が
、
入
る
時
に
釈
迦
か
ら
貰
っ
た
旃
檀
香
を
火
に
入
れ
る
と
炎
は
蓮
華
台
と
な
っ
て
、
羅

羅
を
抱
い
た
耶
輸
陀
羅
は
観
音
菩
薩
の
よ
う
に
微
笑
み
霊
験
を
み
せ
る
。
不
貞
の
疑
惑
は
晴
れ
る
も
の
の
、
母
と
子
は
雲
に
乗
っ
て
釈
迦
の
と
こ
ろ
に
行
き
出
家
す
る
。『
八
相
明
行
録
』
に
所
収
す
る
説
話
は
、「
善
友
太
子
伝
」
や
「
長
者
夫
人
伝
」（『
賢
愚
経
』
巻
三
「
微
妙
比
丘
尼
品
第
十
六
」）
な
ど
の
よ
う
に
独
立
す
る
こ
と
も
あ
り
、
耶
輸
陀
羅
の
話
も
「
耶
輸
嬪
伝
」
と
し
て
流
通
し
た
と
の
指
摘
が
あ（
２１
）る。
４
、
お
わ
り
に
釈
迦
と
羅

羅
の
対
面
に
お
い
て
、
同
じ
く
変
身
し
た
多
く
の
比
丘
（
羅
漢
）
の
中
か
ら
父
を
見
分
け
、
傍
に
行
き
、
膝
の
上
に
の
る
よ
う
な
話
と
歓
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喜
丸
を
釈
迦
に
渡
す
展
開
は
、
六
年
間
胎
内
に
い
て
、
六
歳
に
な
る
ま
で
父
に
会
え
な
か
っ
た
羅

羅
が
自
然
と
実
父
を
知
る
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
ま
で
の
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
の
受
難
の
話
と
あ
わ
せ
て
み
て
い
く
と
感
動
的
な
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
釈
迦
が
生
ま
れ
て
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
た
摩
耶
夫
人
と
釈
迦
が
忉
利
天
で
再
会
す
る
話
と
対
に
な
り
、
親
子
の
再
会
の
物
語
と
し
て
享
受
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
自
然
に
父
親
が
誰
で
あ
る
か
を
知
る
と
い
う
話
は
、
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。『
山
城
国
風
土
記
』
逸
文
「
賀
茂
別
雷
命
」
に
は
、
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
が
丹
塗
矢
の
感
応
に
よ
っ
て
男
の
子
を
生
む
。
特
に
、
周
囲
の
疑
惑
に
関
す
る
場
面
は
な
い
も
の
の
神
集
の
場
で
外
祖
父
が
「
汝
の
父
と
思
は
む
人
に
此
の
酒
を
飮
ま
し
め
よ
」
と
い
う
と
、
酒
坏
を
さ
さ
げ
て
天
に
昇
っ
た
話
が
あ
（
２２
）る。
こ
れ
に
よ
っ
て
子
を
「
可
茂
別
雷
命
（
カ
モ
ワ
ケ
イ
カ
ヅ
チ
ノ
ミ
コ
ト
）」
と
名
づ
け
、
子
の
実
父
が
火
雷
神
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
源
氏
物
語
』
の
中
に
、
源
氏
が
実
父
で
な
い
こ
と
を
知
っ
た
薫
が
悩
む
場
面
で
、「
い
か
な
り
け
る
こ
と
に
か
は
、
何
の
契
り
に
て
、
か
う
や
す
か
ら
ぬ
思
ひ
添
ひ
た
る
身
に
し
も
な
り
出
で
け
む
。
善
巧
太
子
の
、
わ
が
身
に
問
ひ
け
む
悟
り
を
も
得
て
し
が
な
と
ぞ
、
独
り
ご
た
れ
た
ま
ひ
け
る
」
と
あ
り
、
羅

羅
が
自
然
と
父
親
を
悟
っ
た
境
遇
と
対
比
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
す
る
『
源
氏
物
語
』
の
奥
入
に
は
、「
七
陀
太
子
釈
迦
仏
也
。
耶
輸
陀
羅
之
子
羅

羅
者
仏
出
家
後
経
六
年
誕
生
。
仍
大
臣
等
疑
之
。耶
輸
陀
羅
抱
児
投
入
火
全
不
焼
（
自
筆
本
奥
入
０４
・
大
島
本
奥
入
０１
）」
と
、
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
の
話
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
伝
の
モ
チ
ー
フ
は
、
仏
伝
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
中
に
取
り
入
ら
れ
、
重
層
的
な
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。「
淨
飯
王
―
摩
耶
夫
人
―
釈
迦
」
の
物
語
は
、「
釈
迦
―
耶
輸
陀
羅
―
羅

羅
」
と
二
世
代
に
か
け
て
の
親
子
の
物
語
と
し
て
、
仏
伝
に
お
け
る
二
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
、
耶
輸
陀
羅
と
羅

羅
の
話
を
主
に
み
て
き
た
が
、
今
後
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
釈
迦
と
羅

羅
の
物
語
と
あ
わ
せ
て
、「
実
父
探
し
」
の
テ
ー
マ
を
中
心
に
仏
伝
の
広
が
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。
注
（
１
）
以
下
『
古
事
記
』
の
引
用
は
、
新
編
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』
に
よ
る
。
（
２
）
「
火
中
出
生
」
は
、「
火
中
出
産
」
な
ど
と
す
る
場
合
も
あ
り
、
記
紀
神
話
の
研
究
で
は
「
火
中
出
生
」
と
す
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
耶
輸
陀
羅
は
火
の
中
で
出
産
す
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
先
行
研
究
で
言
及
さ
れ
る
場
合
以
外
は
「
火
中
出
生
」
と
い
う
表
現
は
使
わ
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
（
３
）
松
本
信
広
『
日
本
神
話
の
研
究
』（
平
凡
社
、
１
９
７
１
）、
吉
田
敦
彦
『
日
本
神
話
の
源
流
』（
講
談
社
、
１
９
７
６
）。
（
４
）
吉
野
裕
「
其
蜩
庵
雑
草
―
５
―
〈
火
中
出
生
譚
〉
後
遺
抄
」『
日
本
文
学
』
２６
（
１
）（
日
本
文
学
協
会
、
１
９
７
７
・
１
）。
（
５
）
松
村
武
雄
「
火
に
内
在
す
る
神
秘
的
な
能
勢
に
よ
る
生
児
に
対
す
る
神
性
賦
与
」『
日
本
神
話
の
研
究
』（
培
風
館
、
１
９
５
５
）
（
６
）
吉
井
巌
「
火
中
出
産
な
ら
び
に
海
幸
山
幸
説
話
の
天
皇
神
語
へ
の
吸
収
に
つ
い
て
」『
万
葉
』
６１
（
万
葉
学
会
、
１
９
６
６
・
１
）。
（
７
）
阿
部
誠
「
古
事
記
の
一
宿
婚
そ
の
表
現
の
獲
得
」『
上
代
文
學
』
６０
（
上
代
文
学
会
、
１
９
８
８
・
４
）
や
武
谷
久
雄
「
日
月
三
代
の
神
話
に
お
け
る
火
中
出
生
の
意
味
」『
日
本
大
学
理
工
学
部
一
般
教
育
教
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室
彙
報
』（
１１
）（
日
本
大
学
理
工
学
部
、
１
９
７
０
・
５
）
な
ど
。
勝
俣
隆
「
火
中
出
生
譚
の
神
話
的
解
釈
に
つ
い
て
」『
国
文
談
話
会
報
』
２７
号
（
１
９
８
２
・
２
）
で
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
叙
事
詩
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
に
、
ラ
ー
マ
王
の
妃
シ
ー
タ
ー
が
王
に
貞
操
を
疑
わ
れ
、
燃
え
盛
る
火
に
よ
っ
て
生
児
の
血
統
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
話
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
。「
ウ
ケ
ヒ
」
に
つ
い
て
は
、
今
井
昌
子
「
ウ
ケ
ヒ
の
表
玩
形
式
」『
同
志
社
国
文
学
』
３２
（
同
志
社
大
学
国
文
学
会
、
１
９
８
９
・
３
）
な
ど
。
（
８
）
瀬
間
正
之
「
沙
本
昆
売
物
語
と
漢
訳
仏
典
」『
古
事
記
年
報
』
３０
（
古
事
記
学
会
、
１
９
８
８
・
１
）、「「
海
宮
訪
問
」
と
『
経
律
異
相
』」
『
古
事
記
年
報
』（
３３
）（
古
事
記
学
会
、
１
９
９
１
・
１
）、「
漢
訳
仏
典
と
古
事
記
」『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究：
古
事
記
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
―
チ
』
３６
（（
８
）（
学
灯
社
、
１
９
９
１
・
７
）、「
出
生
の
神
話
―
垂
仁
記
・
火
中
出
生
譚
の
存
在
と
漢
訳
仏
典
―
」『
古
代
文
学
講
座
』
第
四
巻
（
勉
誠
社
、
１
９
９
４
・
８
）。
（
９
）
瀬
間
は
、「
火
中
出
生
」
譚
の
他
に
も
、
記
紀
神
話
の
「
サ
ホ
ヒ
メ
」
物
語
や
「
海
宮
訪
問
」
譚
な
ど
と
の
比
較
に
よ
る
『
経
律
異
相
』
の
関
連
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
注
８
、「
沙
本
昆
売
物
語
と
漢
訳
仏
典
」、
「「
海
宮
訪
問
」
と
『
経
律
異
相
』」
な
ど
。
（
１０
）
神
田
秀
夫
『
古
事
記
の
構
造
』（
明
治
書
院
、
１
９
５
９
）、
西
田
長
男
『
日
本
古
典
の
史
的
研
究
』（
理
想
社
、１
９
５
６
）、小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
出
典
論
を
中
心
と
す
る
比
較
文
学
的
考
察
』（
塙
書
房
、
１
９
６
２
―
６５
）。
（
１１
）
耶
輸
陀
羅
が
自
ら
火
を
焚
い
た
例
と
し
て
は
、
室
町
時
代
物
語
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
釈
迦
の
本
地
」
の
異
本
と
も
い
う
べ
き
彰
考
館
本
『
釈
迦
物
語
』（
慶
長
十
六
年
・
写
本
）
に
も
確
認
さ
れ
る
。
（
１２
）
『
雑
宝
蔵
経
』
巻
十：
「
羅

羅
因
縁
」（T
0203.04.0496b
）。
（
１３
）
小
峯
和
明
「
東
ア
ジ
ア
の
仏
伝
文
学
・
ブ
ッ
ダ
の
物
語
と
絵
画
を
読
む：
日
本
の
『
釈
迦
の
本
地
』
と
中
国
の
『
釈
氏
源
流
』
を
中
心
に
」
『
論
叢
国
語
教
育
学
』（
復
刊
３
）、（
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
国
語
文
化
教
育
学
講
座
、
２
０
１
２
・
７
）。
（
１４
）
小
峯
は
、『
釈
迦
の
本
地
』
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
訪
れ
た
釈
迦
の
口
に
摩
耶
の
乳
が
飛
び
入
る
絵
は
、
キ
リ
ス
ト
教
「
聖
母
子
と
聖
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
」
の
授
乳
図
と
類
似
点
を
指
摘
（
注
１３
）、
さ
ら
に
、
韓
国
の
「
鹿
足
夫
人
伝
説
」
で
は
、
離
別
し
た
母
子
の
再
会
に
親
子
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
授
乳
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
展
開
す
る
、
拙
稿
「
韓
日
の
「
鹿
女
夫
人
」
説
話
の
展
開
に
関
す
る
考
察
」『
日
語
日
文
学
研
究
』
８５
（
韓
国
日
語
日
文
学
会
。
２
０
１
３
・
５
）。
（
１５
）
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
釈
尊
出
世
伝
記
』：
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
・
中
世
仏
伝
集
』
第
五
巻
（
臨
川
書
店
、
２
０
０
０
・
１１
）。
（
１６
）
華
蔵
寺
本
『
釈
迦
如
来
八
相
次
第
』：
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
・
中
世
仏
伝
集
』
第
五
巻
（
臨
川
書
店
、
２
０
０
０
・
１１
）。
（
１７
）
伊
藤
正
義
『
磯
馴
帖
・
村
雨
編
』（
和
泉
書
院
２
０
０
２
・
７
）。
（
１８
）
法
蔵
訳
註
『
釈
迦
如
来
行
蹟
頌
』
上
（
仏
泉
、
２
０
０
５
）。
（
１９
）
『
法
華
文
句
』
巻
二
上
、T
1718.34.0016b
。
（
２０
）
注
１７
。
（
２１
）
朴
光
洙
『
八
相
明
行
録
研
究
』（
忠
南
大
学
出
版
部
、
２
０
０
１
）。
（
２２
）
秋
本
吉
郎
校
注
『
風
土
記
』
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
１
９
５
８
）。
（
ち
ょ
う
・
う
ね
韓
国
明
知
大
学
校
非
常
勤
講
師
）
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